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１ 令和 7 年度進路指導年間計画 

月 生        徒 生 徒    保 護 者 

4 全国学力学習状況調査 4/１6(水)、17（木） 
第１回進路希望調査 
第 1回進路説明会 4/25(金) 

5 1学期 中間テスト 5/19(月)、20(火)  

6 1学期 期末テスト ６/２６(木)、２7(金) 
第 2回進路希望調査 
高校案内各クラスに配布 

7  期末懇談会 7/15(火)～17(木） 

8 第１回学力診断テスト 8/２6（火） 
（下旬） 

大阪府育英会奨学金申し込み開始 

9 
チャレンジテスト 9/2（火） 
2学期 中間テスト 9/29(月)、30(火) 

第 3回進路希望調査 

10 第２回学力診断テスト 10/１５(水)  

11 
進路写真撮影(上旬) 
第３回学力診断テスト 11/１２(水) 

第 2回進路説明会 1１/７(金) 
第 4回進路希望調査 
進路懇談会(私立内定) 
11/２５(火)～２８(金) 

12 
2学期 期末テスト 1２/２(火)、３(水) 
職業相談(就職希望者) 

進路懇談会(私立決定) 
12/１９(金)～２３(火) 

  

1 

第４回学力診断テスト 1/１４（水） 
面接練習 
他府県(私立入試) 下旬 
学年末テスト 1/２９(木)、３０(金) 

第 5回進路希望調査(公立) 
進路懇談会(公立特別選抜決定) 
1/2９(木)、30(金) 

2 

私立高専，公立高専の出願→入試→発表 

私立高校出願（1月下旬） 
→入試（2/10（火）・11（水）） 
→発表（入試翌日より学校指定の日程で） 

特別選抜の出願 2/1６(月)･１７(火) 【オンライン】 

→入試 2/１９(木)・２０（金）→発表３/２（月） 

第 6回進路希望調査(公立) 

進路懇談会(公立一般選抜決定) 
2/２５(水)～２７(金) 

3 
一般選抜の出願 3/２(月)～６(金)【オンライン】 

→入試 3/１１(水) → 発表 3/１９(木) 
  

※上記日程は予定ですので、詳細は学年通信や進路通信などでご確認ください。 

  上記のほか、各校の体験入学や学校説明会は随時開催されます。 
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２ 進路の決定までに 

① 自分を知る 

中学 3 年生という時期では、将来の自分の進路の確定はなかなか難しいこととは思いますが、

少なくとも現時点での子どもの能力・適性・学力・興味関心・体力などを中心に考え、将来の見

通しをたて、目的を持った選択をすることが大切なことです。 

 

② 家庭 

学習は授業が最も大切です。その授業で習ったことを定着させ、自分のものにするために、家

庭学習は必要だと子ども自身に自覚させ、学習しやすい環境作りを心がけることも大切です。ま

た、家庭は子どもにとって、ゆっくりくつろげる場ともならなければいけないでしょう。このバ

ランスをうまく保ち、子どものやる気を育て、支えていきましょう。 

また、各家庭の事情や家族の考えなども子どもに知らせ、子どもも家庭の一員としての役割を

きちんと認識して自分の進路を考えていくことも、自立の一歩ではないでしょうか。ただ、親の

押しつけや過度の期待・過保護にならないように心がけなければいけません。 

 

③ 子どもに必要な情報を与える 

自分の希望の進路と思っていたのに、「こんなはずではなかった」ということにならないよう、

通勤・通学の方法や時間、進路先の情報などを、きちんと集め、知っておくことが大切です。学

校はもちろん必要な情報を子どもたち全員に、時には一人ひとりに与えますが、親は親としてそ

の経験の中から学校以上に適切なアドバイスができる場合があります。また、人生の先輩として

何らかの言葉がけが、できるのではないでしょうか。 

『道は一つではない』ということ。ある目的を達成するのにもいろいろな進路があるというこ

とや、いろいろな生き方があるのだということなどを、早い時期から時間をかけて話し合う機会

を多く持つことで、子どもは自信を持って自分の進路を選択できます。 

 

④ 進路決定 

子どもが、生まれてはじめて自分の進路を自分の力でつかみとるために必要な努力をすること

が、大切なことです。今、自分がなにをしなければならないかを自覚しないで、友人が行くから

とか、勉強が嫌い、一流校だからというだけで、安易に決めてしまうと、進学や就職後、ちょっ

としたつまずきで、学習や仕事に興味をもてなくなります。安易に挫折することのないよう、生

きていく強さを一人ひとりが身につけられるように学校と家庭がそれぞれの立場で、子どもを支

え、励まし、連絡を密にして最終の進路決定まで見守っていきたいと思います。
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３ 具体的な進路に対する取り組み 

① 本人と保護者でよく話し合って決める。 

・将来の目標をどうするか。→ どのような方面に進みたいのか？ 

               高校卒業後、就職するか、進学するか？ 

               手に職をつけるか、等 

・交通機関と所要時間は？ → 心身の状態、ラッシュ時などの考慮 

・費用面 等 

② 担任とよく相談する。 

・本人の性格や特徴 → 能力、個性、興味、体力など 

・本人の成績 

・担任からの資料、情報 

③ 希望する進路先についてよく調べよう。 

・学校見学、体験入学、就職先の見学など 

・登校、下校時の生徒の様子など 

・入学後や就職後に、「こんなはずではなかった」とならないために、よく調べておくこ

とが大切です。 

④ 本人が納得するまで 

・本人に主体性を持たせながら、保護者、担任の三者で納得のいくまで相談し、教育内容

や仕事内容などについて十分に話し合ってください。 

・進学先や就職先に誇りと愛情を持っていけるように。 

・本人の将来を見通して、本人の適性、能力などを考慮しているか、等 

⑤ 最終決定は、本人・保護者で 

・担任は、担任として意見を述べ、資料を提供しますが、決定者ではありません。 

・本人と保護者の意見が一致することがベストです。進路決定には、本人の将来を見据

えて、正しい情報を収集し、親子の対話を繰り返すことが大切です。 

 

４ 進路決定の過程 

保 護 者
家 庭

↓ 能 力

本 人 適 性 　→　 進路決定

↑ 希 望
担 任

学校職員  

☆ 相談活動について 

進路決定にあたっては、将来を見通した判断ができるよう、保護者や先生、先輩など、いろい

ろな人に相談することが必要です。しかし、最後に判断をするのは本人です。学校では、高等学

校や職業安定所などの機関と連絡を取りあって得た正確な情報、資料を提供すると同時に、今ま

での実績に基づき、本人の希望にそって相談活動を行っていきます。



- 4 - 

 

５ いろいろな進路 

大学院

各種学校 大 学

専門学校

① ② ③ ④ ⑤

社 会 人

普通科 専門学科など

短期大学

高
等
支
援
学
校
・
支
援
学
校

中 学 校

高
等
職
業
技
術
専
門
校

就
職

専
修
学
校
・
各
種
学
校

高
等
専
門
学
校(

工
業
・
商
船
）

⑥　高等学校　(全日制：３年）
　　　　　　（通信制・定時制：３～４年）

 

① 就 職   

・職業安定所の紹介によるものと縁故就職があります。 

② 高等職業技術専門学校  

・訓練期間は１年～２年で、授業料は無料です。一般社会人と一緒で、就職に必要な各種

の技術を学びます。中学校卒業で進学可能なのは、東大阪・芦原などにあります。 

③ 各種学校・専修学校  

・専門性をのばすための知識や技能が修得できます。 

・工業、ファッション、美容、理容、商業実務、ビジネス語学、医療、衛生、社会福祉、

一般文化などの各分野の学校があります。 

・技能提携という制度により、普通科高校卒業の資格が得られる学校もあります。 

④ 高等専門学校（国立・府立・私立） 

・５年制で高度な工業の技術者の養成を目指します。 

・３年修了時には、高校卒業の資格がもらえ大学受験ができます。また、５年修了時には、

大学３年への編入制度もあります。（国立…和歌山・奈良・明石高専・府大高専など） 

⑤ 高等支援学校・支援学校  

・個々の特性に応じた教育を行い、社会参加・自立する人間の育成を図ります。職業学科

を備えている学校もあります。 

⑥ 高等学校（国立・公立・私立） 

・全日制、定時制、通信制、単位制などがあります。 
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６ 公立高校 

 公立高校には普通科と専門学科のほかに、総合学科や普通科単位制、通信制などがあります。 

 また、総合学科にはエンパワメントスクール、ステップスクールが含まれています。普通科だ

けの学校、専門学科だけの学校、普通科と専門学科を併設した学校などがあります。 

 

【普通科】 

 一般教科の学習を中心に、幅広い教養を身につけることを主な目標としています。平成２６年

度から学区制がなくなり、大阪府内の全域の高校に受験することができるようになりました。 

以下は旧第４学区に属する普通科の高校です。 

和泉・久米田・貝塚南・りんくう翔南・日根野・佐野・信太・高石・登美丘・泉陽・

金岡・東百舌鳥・堺西・堺上・泉大津 

【普通科単位制】 

 全日制の時間帯で、自分で学習計画をたて、自分に合った方法で自らの学習ペースに応じて、

学力を伸ばします。 

【総合学科】 

 普通科と専門学科を統合した形の学科です。たくさんの選択科目が開設されているので、自分

に合ったさまざまな分野の勉強ができます。科目選択をしていく中で、自分の適性や進路を見つ

める力をはぐくみます。総合選択科目・自由選択科目を 40～50 単位程度学べます。 

【エンパワメントスクール】 

 自分の理解度に応じて基礎基本から専門的な内容まで、「わかる喜び」を感じながら学べます。

30分授業や習熟度別学習で、つまずいたところを学び直します。 

【ステップスクール】 

 高校生活を通して、就職や進学をみすえ、基礎的な学びや、地域と一緒に体験的な学びにチャ

レンジできます。 

【専門学科】 

 専門科目を中心に学びます。商業に関する学科・グローバルビジネス科・農業に関する学科・

工業に関する学科・食物文化科・英語科・国際文化科・グローバル科・美術科・体育に関する学

科・理数科・総合科学科・サイエンス創造科・芸能文化科・演劇科・音楽科・総合造形科・福祉

ボランティア科・グローバル探求科・教育文理学科などの専門学科があります。 

【文理学科】 

 人文科学・社会科学・自然科学の各領域で研究的な学習を行い、多元的な視点で物事を考え、

未知の状況にも的確に対応できる能力や国際社会で活躍できる能力をはぐくみます。 

【全日制の課程総合学科（クリエイティブスクール）】 

 自分の興味・関心・能力・適正にあった科目を自分の時間割で学びます。１～８時限のうち、

６時限を受けます。３年間在籍し、所定の単位以上を取得すれば卒業となります。 

【通信制】 

 一定の単位を修得すれば卒業資格が与えられます。スクーリング（面接指導）やレポートの添

削指導を受けながら学習します。 
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＜Step２＞ 

(Ⅰ)群の中で総合点の高い者から募集人員 90％に相

当する者を合格とする。 

＜Step３＞ 

＜Step２＞で、(Ⅰ)群の中で合格が決まっていない者

を(Ⅱ)群（ボーダーゾーンと呼ぶ。）とする。ボーダ

ーゾーンの中からは、自己申告書及び調査書の「活動

/行動の記録」の記載内容により、高等学校のアドミ

ッションポリシー（求める生徒像）に極めて合致する

者を総合点の順位に関わらず優先的に合格とする。 

＜Step４＞ 

＜Step３＞による合格者を除き、改めて総合点の高

い者から順に、募集人員を満たすまで合格とする。 

＜Step１＞ 

総合点（＊）の高い者の

順 に 募 集 人 員 の

110％に相当する者

を(Ⅰ)群とする。 

 

 

 

 

 

 

■自己申告書 
 １ 受験生全員が出願時に提出する。（中国等帰国外国人生徒選抜を除く。） 
 ２ 毎年、府教育委員会がテーマを提示する。 
 ３ 一般選抜（通信制の課程を除く。）及び実技検査を実施する特別選抜において、ボーダーゾーン内の選抜

資料とする。（下記「合格者の決定方法」参照） 
 ４ 面接を実施する特別選抜において、選抜資料及び面接の参考資料とする。（下記「合格者の決定方法」参

照） 
 ５ 一般選抜（通信制の課程）、二次選抜及びその他の入学者選抜においては、面接の参考資料とする。 
 

■合格者の決定方法 

１ 一般選抜（通信制の課程を除く。）・特別選抜（実技検査を実施） 

    （複数志望できる学科等の合格者決定方法は、以下を基本とし、別に定める。） 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
＊総合点：一般選抜（通信制の課程を除く。）・特別選抜（面接を実施）…学力検査の成績＋調査書の評定 

特別選抜（実技検査を実施）…学力検査の成績＋実技検査の成績＋調査書の評定 

 
 ２ 特別選抜（面接を実施） 
    （複数志望できる学科等の合格者決定方法は、以下を基本とし、別に定める。） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 ３ 一般選抜（通信制の課程）・二次選抜 

面接（自己申告書及び調査書の「活動/行動の記録」を参考資料とする。）の評価及び調査書の記載内容を
総合的に判断し、合格者を決定する。 

 

 ４ その他の入学者選抜 
  各選抜において、選抜資料を総合的に判断し、合格者を決定する。 

＜第一手順＞ 
学力検査の成績が、府教育委員会が定める基準に

達した者の中から、A 面接、B 自己申告書、C 調

査書の「活動/行動の記録」を資料として、「学

校のアドミッションポリシー（求める生徒像）」

に最も適合する者から順に合格とする。その際の

評価の比率は、A：B：C＝２：１：１とする。 

＜第二手順＞ 

第一手順による合格者を除き、総合点の高い者

から順に、募集人員を満たすまで合格とする。 

募集人員の 50％を
上限として合格者を
決定。 

総合点の上位 

総合点の下位 

合 格 

合

 

意欲を評価 

受験者 

合 格 

総合点で評価 
募集人員を満たす
まで合格者を決定。 
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５ ステップスクール 
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７ 私立高校 

私立高校は、いろいろな特色ある学校が多いので、自分に合っているかをよく調べることが必

要です。たとえば、宗教の時間や宗教的行事のある学校もあります。学校により、さまざまな学

科（コース）があります。 

また、併設大学のある学校も多く、併設大学への進学に有利な学校もあります。 

 

◆ 学力検査と面接 

私立高校では、学力検査の科目が三教科（国・数・英）と５教科（国・社・数・理・英）の学

校があります。学力検査のほかに、面接を実施している学校もたくさんあります。ある教科だけ

にテストの配点が大きい場合もあります。また、一教科でも決められた点数に満たないと合計点

がいくら良くても不合格になるという学校もあります。極端に不得意科目のある人は要注意です。 

面接のない学校でも、願書提出やテスト中に、頭髪・服装などのチェックや態度の観察をする

ところもあります。 

 

 

◆ 専願と併願 

 

専 願 … 合格すれば必ずその高校へ入学しなければなりません。 

合格した場合、他の私立高校や公立高校は受験できません。 

大半の私立高校では、専願者を有利に合格させるシステムを取っています。 

併 願 … 私立高校と公立（多府県の私立）の両方を受験できます。合格しても入学するか

しないかは自由です。ただし、入学金等の納入日に遅れると合格が取り消しにな

るので注意が必要です。 

 

  

※ 併願受験で、公立高校に合格した場合は、 

必ず公立高校に入学 

しなければなりません。 
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８ 葛城中学校の進路状況 

前年度の進路状況                （令和７年３月卒業） 

就職・進学 専修・ 高等支援

全日制 通信制等 高専 （定時制） 就職等 各種学校 学校

男 30 25 2 0 0 1 1 1 0

女 37 29 4 0 0 2 2 0 0

計 67 54 6 0 0 3 3 1 0

67名の内訳

区
分

高校進学のみ
卒業生 支援学校

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

国 立 0 0

公 立 4 8 5 5 5 6 0 2 0 0 1 2

私 立 9 6 0 0

0 0 1 0

13 14 5 5 5 6 0 2 0 0 2 2 25 29

※　総合学科にエンパワメントスクール(４)、ステップスクール（１）を含む

国際系 合計

計

その他の学科等農業系

全
日
制

他府県

区分
普通科 総合学科 商・工業系

 

 

９ 奨学金制度について 

奨学金制度は、教育基本法に基づき「経済的理由のため教育の機会均等が損なわれる」ことの

ないよう、運営実施されています。お子さんを高校や専門学校（高等課程）等に進学させたいけ

れど、経済的な理由でお悩みの方はこの制度を積極的にご利用ください。 

本年度の詳細については今後、学年通信などを通じて連絡をします。 

・大阪府育英会(8 月下旬～10 月上旬申し込み)  

・岸和田市奨学金(12 月上旬頃申し込み)・あしなが育英会(9 月募集開始予定) 

・川口交通遺児育英会(6/30 締め切り)・交通遺児育英会(申込期間 4/1~翌年 1 月末まで)など 

   

・母子父子寡婦福祉資金貸付制度 ・大阪府生活福祉資金 教育支援資金貸付 等があります。

また、岸和田市の教育相談室でも進路選択支援相談の窓口があります。 

 

※大阪府の高校授業料無償化の新制度によって R.8 年度入学生（現中 3）より、授業料は所得制

限なしで無償になりますが、入学金や教材費等は対象外です。必要に応じて奨学金制度をご活用

ください。 
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１０ 資料 ～大阪府下の公立・私立高校所在地図一覧～ 

 略地図ではありますが、大阪府下の公立・私立高校の所在地を一覧にまとめました。受験校決

定の際の参考になるかと思います。 
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